
　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 肉用牛繁殖　繁殖雌牛５０頭　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 北海道（空知）・畑又は水田

２ 経営規模 繁殖雌牛５０頭（２０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻（又は後継者）

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　　　９７頭

①繁殖雌牛５０頭、②育成牛１１頭

(3) 耕地面積 飼料畑１５ｈａ（借入なし）

(4) 生産量 子牛出荷頭数　　　４３頭

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 連動スタンチョン・群飼

(2) 飼料給与方式 分離給与

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合堆肥化（堆肥舎利用）

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７０％（粗飼料給与率８０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　：混播牧草（８ha）

コントラクターによる作業受託、公共牧場利用

②利用 ：サイレージ、乾牧草、ＷＣＳ

(3) 作付実面積 １５ha

（延べ面積） （１５ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 牛舎293㎡（新設）、195㎡（既設）、パドック68㎡（新設）、45㎡（既設）、

たい肥舎94㎡

(2) 機械 フロントローダー、トラクター、自動給餌機（牽引式）

(3) その他 パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①分娩間隔　１２．５ヶ月 ＜全国平均　　１３．２ヶ月＞

②更新年次　　　　　７産

(2) 生産コスト 販売子牛1頭当たり　３１４千円 ＜全国平均　　４３２千円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　５０時間 ＜全国平均　１０６時間(直接労働時間)＞

８ 労働時間 総労働時間：２，７９０時間

(1) 労働構成別 ①主従事者2,000時間×１、②補助従事者790時間

③雇用 0時間（他 コントラクター　98時間）

(2) 作業体系別

９ 経営指標 (本業) (複合) (合計)

(1) 粗収入（販売額） １，６００万円　　（383千円／頭×４３頭） ３００万円 １，９００万円

(2) 経営費 １，１００万円　　 ２００万円 １，３００万円

（内訳）：①飼料費６００万円

　　　　　②建物農機具費１００万円

　　　　　③人件費１００万円　等

(3) 所得 ６００万円 ＜全国平均　　１３０万円＞ １００万円 ７００万円

(4) 主たる従事者の所得 ５００万円 １００万円 ６００万円

10 その他 ・１年１産の実現等効率的な飼養管理を図りつつ、他作目との複合により

　安定化を図る経営。

（経営の特徴等） ・飼料作付面積の増加に当たっては、コントラクター及び公共牧場の利用によって

　新たな投資及び飼料生産労働時間を抑制。

・家畜排せつ物については、堆肥化処理を行い、経営内還元。

・



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 肉用牛繁殖　繁殖雌牛１００頭　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 北海道（十勝）・畑主体

２ 経営規模 繁殖雌牛１００頭（３０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻（又は後継者）

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　　　１９１頭

①繁殖雌牛１００頭、②育成牛２１頭

(3) 耕地面積 飼料畑４５ｈａ（うち２３ha借入）

(4) 生産量 子牛出荷頭数　　　８８頭

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 連動スタンチョン・群飼

(2) 飼料給与方式 分離給与

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合堆肥化（堆肥舎利用）

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ６０％（粗飼料給与率８０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　：混播牧草（２７ｈａ）ほか

コントラクターによる作業受託

②利用 ：サイレージ、乾牧草

(3) 作付実面積 ４５ha

（延べ面積） （４５ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 牛舎538㎡（新設）、538㎡（既設）、パドック113㎡（新設）、113㎡（既設）,

たい肥舎374㎡

(2) 機械 フロントローダー、トラクター、自動給餌機（牽引式）、哺乳ロボット。

(3) その他 パソコンを利用した個体・経営管理。

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①分娩間隔　１２．５ヶ月 ＜全国平均　　１３．２ヶ月＞

②更新年次　　　　　７産

(2) 生産コスト 販売子牛1頭当たり　２８４千円 ＜全国平均　　４３２千円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　３０時間 ＜全国平均　１０６時間(直接労働時間)＞

８ 労働時間 総労働時間：３，０００時間

(1) 労働構成別 ①主従事者2,000時間×１、②補助従事者1,000時間

③雇用 0時間（他 コントラクター　289時間）

(2) 作業体系別

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ３，３００万円　　（383千円／頭×88頭）

(2) 経営費 ２，３５０万円　　

（内訳）：①飼料費１，１００万円、②建物農機具費２００万円、

　　　　　③人件費１５０万円　等

(3) 所得 １，１００万円 ＜全国平均　　１３０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ９５０万円

10 その他 ・地域の立地条件を活かして規模を拡大し、効率的な群飼方式により１頭当たり

　労働時間を低減し、生産性の向上、ゆとりを実現する経営。

（経営の特徴等） ・飼料作付面積の増加に当たっては、コントラクターの利用によって新たな投資

　及び飼料生産労働時間を抑制。

・家畜排せつ物については、堆肥化処理を行い、経営内還元。

・



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 肉用牛繁殖　繁殖雌牛３０頭　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 都府県（東北）・水田

２ 経営規模 繁殖雌牛３０頭（１０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻（又は後継者）

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　　　５９頭

①繁殖雌牛３０頭、②育成牛７頭

(3) 耕地面積 飼料畑１６ｈａ（うち１４ha借入）

(4) 生産量 子牛出荷頭数　　　２６頭

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 連動スタンチョン・群飼

(2) 飼料給与方式 分離給与

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合堆肥化（堆肥舎利用）

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７０％（粗飼料給与率８０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　：混播牧草、水田放牧利用（１１ha）ほか

②利用 ：サイレージ、乾牧草

(3) 作付実面積 １６ha

（延べ面積） （１６ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 牛舎115㎡（新設）、98㎡（既設）、パドック45㎡（新設）、23㎡（既設）、

たい肥舎52㎡

(2) 機械 フロントローダー、トラクター

(3) その他 パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①分娩間隔　１２．５ヶ月 ＜全国平均　　１３．２ヶ月＞

②更新年次　　　　　７産

(2) 生産コスト 販売子牛1頭当たり　３１９千円 ＜全国平均　　４３２千円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　５０時間 ＜全国平均　１０６時間(直接労働時間)＞

８ 労働時間 総労働時間：４，３２５時間

(1) 労働構成別 ①主従事者2,000時間×１、②補助従事者800時間

③雇用 1,525時間

(2) 作業体系別

９ 経営指標 (本業) (複合) (合計)

(1) 粗収入（販売額） １，０００万円　　（383千円／頭×２６頭） １０００万円 ２，０００万円

(2) 経営費 ８００万円　　 ６００万円 １，４００万円

（内訳）：①飼料費３５０万円

　　　　　②建物農機具費５０万円

　　　　　③人件費１００万円　等

(3) 所得 ３００万円 ＜全国平均　　１３０万円＞ ４００万円 ７００万円

(4) 主たる従事者の所得 ２００万円 ４００万円 ６００万円

10 その他 ・１年１産の実現等効率的な飼養管理を図りつつ、他作目との複合により

　安定化を図る経営。

（経営の特徴等） ・飼料作付面積の増加に当たっては、水田放牧の利用によって

　新たな投資及び飼料生産労働時間を抑制。

・家畜排せつ物については、堆肥化処理を行い、経営内還元。

・



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 肉用牛繁殖　繁殖雌牛８０頭　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 都府県（九州）・畑又は水田

２ 経営規模 繁殖雌牛８０頭（３０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻（又は後継者）

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　　　１５３頭

①繁殖雌牛８０頭、②育成牛１７頭

(3) 耕地面積 飼料畑２５ｈａ（うち２２ha借入）

(4) 生産量 子牛出荷頭数　　　６９頭

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 連動スタンチョン・群飼

(2) 飼料給与方式 分離給与

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合堆肥化（堆肥舎利用）

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ６０％（粗飼料給与率８０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　：イタリアン（１３ｈａ）ほか

コントラクターによる作業受託

②利用 ：サイレージ、乾牧草

(3) 作付実面積 ２５ha

（延べ面積） （２５ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 牛舎488㎡（新設）、293㎡（既設）、パドック113㎡（新設）、68㎡（既設）

たい肥舎300㎡

(2) 機械 フロントローダー、トラクター、自動給餌機（牽引式）

(3) その他 パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①分娩間隔　１２．５ヶ月 ＜全国平均　　１３．２ヶ月＞

②更新年次　　　　　７産

(2) 生産コスト 販売子牛1頭当たり　３０８千円 ＜全国平均　　４３２千円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　３５時間 ＜全国平均　１０６時間(直接労働時間)＞

８ 労働時間 総労働時間：２，８００時間

(1) 労働構成別 ①主従事者2,000時間×１、②補助従事者800時間

③雇用 0時間（他 コントラクター　787時間）

(2) 作業体系別

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ２，６００万円　　（383千円／頭×６９頭）

(2) 経営費 ２，０００万円　　

（内訳）：①飼料費１，０００万円、②建物農機具費１５０万円、

　　　　　③人件費１００万円　等

(3) 所得 ７００万円 ＜全国平均　　１３０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ６００万円

10 その他 ・地域の立地条件を活かして規模を拡大し、効率的な群飼方式により１頭当たり

　労働時間を低減し、生産性の向上、ゆとりを実現する経営。

（経営の特徴等） ・飼料作付面積の増加に当たっては、コントラクターの利用によって新たな投資

　及び飼料生産労働時間を抑制。

・家畜排せつ物については、堆肥化処理を行い、経営内還元。

・



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 肉用牛繁殖　繁殖雌牛２００頭　　　　 【法人経営】

１ 想定地域

２ 経営規模 繁殖雌牛２００頭（８０頭程度経営３戸の協業化）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人×３、妻（又は後継者）×３

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　　　３７９頭

①繁殖雌牛２００頭、②育成牛４１頭

(3) 耕地面積 飼料畑８０ｈａ（うち７３ha借入）

(4) 生産量 子牛出荷頭数　　　１７６頭

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 連動スタンチョン・群飼

(2) 飼料給与方式 分離給与

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合堆肥化（堆肥舎利用）

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ６０％（粗飼料給与率８０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　：イタリアン、野草地等放牧利用（４８ha）ほか

②利用 ：サイレージ、乾牧草、ＷＣＳ

(3) 作付実面積 ８０ha

（延べ面積） （８０ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 牛舎1,075㎡（新設）、1,075㎡（既設）、パドック225㎡（新設）、225㎡（既設）

たい肥舎348㎡

(2) 機械 フロントローダー、トラクター、自動給餌機（牽引式）、哺乳ロボット

(3) その他 パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①分娩間隔　１２．５ヶ月 ＜全国平均　　１３．２ヶ月＞

②更新年次　　　　　７産

(2) 生産コスト 販売子牛1頭当たり　２７９千円 ＜全国平均　　４３２千円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　３０時間 ＜全国平均　１０６時間(直接労働時間)＞

８ 労働時間 総労働時間：７，４５７時間

(1) 労働構成別 ①主従事者2,000時間×3、②補助従事者400時間×3

③雇用 257時間

(2) 作業体系別

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ６，７００万円　　（383千円／頭×１７６頭）

(2) 経営費 ４，７５０万円　　

（内訳）：①飼料費２，５００万円、②建物農機具費３００万円、

　　　　　③人件費２００万円　等

(3) 所得 ２，１５０万円 ＜全国平均　　１３０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ６５０万円（１人当たり）

10 その他 ・地域の立地条件を活かして規模を拡大し、効率的な群飼方式により１頭当たり

　労働時間を低減し、生産性の向上、ゆとりを実現する経営。

（経営の特徴等） ・飼料作付面積の増加に当たっては、野草地等放牧の利用によって新たな投資

　及び飼料生産労働時間を抑制。

・家畜排せつ物については、堆肥化処理を行い、経営内還元。

・


